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予ハ1930年以来我ガ診察室ヲ訪キタ癒患者 482名ニ就テ．共J一族ニ於テ本人ヨリ以前ニ何

名ノ癒患者ヲ出シテ居Jレカヲ訊ヰタ。共ノ結果ヲ表示スレパ失ノ遜リデアル。

原さ台、，＿留事博士

84.4 
」
類

2と 13 父系／従兄弟

母 7 母系／；従兄弟 3 

同胞 33 子 2 

姪 2 系不明ノ又従兄弟 1 

尖ノ同胞 8 尖系其他 4 

母／同胞 7 母系芙他 、9) 

尖ノ：尖 l 血ノ族親関戚係不明 3 
母／；尖 4 

尖／母 1 

母／母 2 
言f 101 

1

1

1

1

1

1

1

2

 

母／；従兄弟

さ｛f／尖／妻ノ生家

尖／母ノ兄弟

多とノ；尖／生家＝－］人

多とノ純尖

f手ノ貸家4代前＝.］人

母ノ遠縁ー1人

血族不明ノ親族

表

分係閣開

。

族血

表

4人

第 1表ニヨレバ本人以前ニ於ア共ノ一族ニ

癒患者ヲJ-Hシタモ Jハ僅カニ 15.6%デアル。

他 J 84.4%ハ其ノ家系ニ於ア廟患者ノ設生シ

タ事ヲ聞カヌト云ツテ居Jレ。コノ事貫ハ癒ガ

遺停病デハナク停染病デアル事ト一致スル。

他面ニ於テ此ノ統計ハ， 1930年来我が診察

室ヲ訪レタ患者中家族叉ハ一族トシア癒患者
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ト寝食ヲ共ニシ叉ハ親交ヲ観ナテ居タ者カラ護生シタモ Jハ甚ダ低率デアル事ヲ示シテ居Jレ。

毛穴ニ安達前i内務大臣ハ我が園ノ癒患者 J締敢ハ 20.000人ヲ超エズト報ジア居Jl，ニ革；j卜シテ．北

里博士ハ， 1906年ニ癒患者ノ綿教ヲ 23.815名ト報ジア居Jレ。 IWチ我ガ園ノ癒患者／敢ハ途次減

少ニ向ツテ居Jレト考へラレル。ソレニモヵ、ハラズ現今ノ癒患者ニシテ，轟ニ一族ニ癒患者ヲ

有シタモノガ甚ダ少4ト云フ事貫ハ恐ラク 1癒患者ガ護生シタ時犬多数／揚合ニ於アハ，ソ／

患者 1名ノミが陸患シタノー止7 ~.他ノ家人ハ感染シテ居ラヌ事ヲ想像セシメ Jレ。

次ニ注目スペキ事ハ配偶者間ノ感染ガ遭遇セラレナカツタ事デアル。只 2例ニ於ア患者 J妻

ガ感染シテ居Jレカノ：疑ヲ有スルモノニ遭遇シテ居Jレニ止 7 ）レ。 1ハ右／前腕伸展側ニ鶏卵大／

無痛商ガ接見セラレ，共／他ニハ何等癒性ノ慶化ヲ鷲見シ得すりレ例デアリ，他ノ 1ハ．患者ノ

供述ニヨレパ，ソ f妻ノ布ノ下腿外側ニ無痛商ガアルト云フノデアJレaMレモ感染／：疑ガ濃厚

グアルト云フニ止7 ル。コレヲザンド氏ノ失ノ統計ト併セ考へJレナラバ夫婦問ノ感染ハ血族問

ノ感染ヨリ謹カニ低率デアJレ事ヲ認メナクレバナラヌ。

第 5 表ザンド氏ノ統計

竺仇 ｜ 配 偶 I 1柵ナノレ場合 IJ~ ＇ 配偶／擢患 ｜ャ

493 ク J ~ J 111 児主／中／躍患者 I6?0 

17 ク ｜配偶／雨名ガ癒ナル場合 1631見蛍／中／』寵息者 ｜防

コノ事貫ハ廟ソノモノ、

遺侮ハ無4ノデアJレガ癒ニ

擢リ易キ髄質ハ遺体ス Jレモ

ノト考へラレJレ。市シコ、

ニ忠ヒi童ヘテハTラヌ事ハ

摘ニ感染シ易キ揖質ガ遺停スルト云フ事ハ，コ、ニ一定不鑓ノ癒性瞳質ナルモ／ガアルト云フ

事デハナ f。凡ソ宇宙ニ於テ常住ナモノハーモ存在セヌノデア Jレ。韓質モ亦此ノ例ニ漏レズ，

時ト共ニ慶持スルモ J ト考へナクレバナラヌ。現今ノ髄質ハ過去ノ髄質ト過去ノ要約トニヨツ

テ規定セラレ，未来ノ韓質ハ現今ノ開質ト現今ノ要約トニヨツア規定セヨレル。 iwチ要約／改

善ハ鱈質ノ改造ヲ可能ナラシメルモノデアル。摘ノ如ク主トシテ柴養不良ノ下ニ護育ヲ途グタ

身輯ヲ犯ス疾患ι アリテハ，柴養／改善丈ニアモ癒ニ擢患シ易キ韓質ヲ矯正シ得ラレJレト信ゼ

ラレル。優生撃ノ見地ヨリ旗患者ハ勿論踊系家族ニハ，『子孫ヲ後ニ遺サ J ヨシメヨト』云フガ

如キハ暴モ亦甚ダシ -1 ｝ デアル。

毛穴ニ癒系ナフダJレ人ノ感染経路ヲ考察センガタメニ，昨年 9月以来，我ガ診察室ヲ訪レタ

138名ノ J患者エ就4テ摘患者トノ接欄ノ；有無ヲ訊問シタ。共ノ中23名（16.7%）ニ於アヘ家族

又ハ一家族中，轟ニ癒患者ヲ出シタモノダアJレガ故ニコレヲ除キ， 建リ 115名ニ就4テ得タ

結果ヲ表示スレパ第4表ノ通リデアル。

要スルニコノ表ノ結果ハコレヲ 3種ニ分類ス Jレ事ガ出来ル。

(1) 直接接鯛

(2) 間接接蝿

(3）無接欄

34 (29.6%) 

11 ( 9.6%) 

70 (60.9%) 
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第 4 表
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コノ表ノミカラ考察ス Jレナラパ， 癒ハ頗Jレ

停染力ノ強イ体染病デアノレト考へ得Jレノデア

Jレガ， コレハ真理デハナイ。コノ統計ノ ：示ス

事寅ハ， 頗 ノJ寵患ニハ患者トノ接欄ハif..程ニ

重大ナ意義ヲ有ス Jレモノデナ 4事ヲ示シテヰ

ルト解セナクレバナラヌ。 共ノ理由トシテハ

(1) 第1表ノ示ス如ク現在ノ菰患者ノ大多

数ハ家族叉ハ一族トシア癒患者ト寵食ヲ共ニ

シ叉ハ親交ヲ績タテ居タモノヨリ蛮生シテ居

ラヌ事。従ツテ， 一家エ癒患者ガ護生シタ時

ハ多クハ1名.；..＿Jl:.71），他ノ家人ヲ感染セシ j

ナカツタモノト考ヘラレル事賞。

( 2) 接関シテ擢患シタノニ比シテ， 接楠

シア d寵患セダリシモノガ遁カニ多数デアルト

考へラレJレ事寅。

コレニツキテハE確ナ統計ハ無 4ノデア Jレ

ガ， 1-2ノ寅例ハコレヲ想像セシメ ルエ足ル。

( '.!) 54歳，男子，農，三重l孫。

同村＝ 1癒患者ガアノレ。稀＝之ト付ノ舎合＝際

シテ合所＝テ談話シタコト‘ガアノレ。其他＝曾会

シタ事p 酒食ヲ共＝シタ事ハ無イ。コノ村ノ、 200戸ノ大付ヂアJレガ， 本人以外＝感染擢病シタ毛ノガア

ノレ事ヲ問カズ，叉本人／家族＝モ擢病シタモノガナイ。

( b) 45歳，男子，無職，大阪府。

同級生＝繍＝擢ツタ児童ガアツタ。常時ハ左目艮ノ附近＝ 1伺ノ梅干様／腫物ヲ認メタノ＝過ギナカツ夕

方20歳頃＝至ツテ悪化シテ外観が著シク醜クナツタト云 7事ヂアル。コノ少年ト遊ンダモノハ多数デア

ルガ，躍病シ担モノノ、本人以外ι1名モ無ィ。

( c) 54歳，男子，農業，香川鯨。

本人／住宅ト道7隔テ、 1撒患者ノ住宅ヵ・アノレ。其ノ患者ハ重症ヂアJレ。封話シタ事ハアルガ親交がア

ツタノダハT イ。其／患者ガ軽症デアツタ頃ノ、物品ノ贈答7シタ事力・アJレ。患者ハ愛病以来14年ヲ経過

シテヰノレガ英ノ家族＝極病シ F者ノ、無ク，又多数ノ村人ガ其／；家＝出入シテ居Jレカ＼未ダ1人モ櫨病シタ

モノハナク，叉本人／家族毛某／家＝出入シ，njl:ガ無イFデノ、ナイカう櫨病シタ者ハ本人1名／ミデアノレ。

( tl) 31歳，女，農，岐阜県芸a

本人ノ宅ヨリ7-8丁離レタ所＝紳経綴ノ患者ガアツタ。 10数年前1-2回入浴セシメタ事ガアル，只稀＝

来功スル＝止マツテ本人ハヨノ患者＝接絢シタ事ハナイ。此／患者ハ大＝心得アノレ人＝テ自ラ用ヒタ器

物＝ハ必ズ熱湯ヲ注イデ蹄Jレヲ常トシタト云 7事ヂアJレ。瞥師ノ治療ヲ受ケテ居タガ，其ノ費用ノ；支排

困難＝陥ツテ， 34歳＝テ入水シテ苑ヲ主主ゲタト云 7事ヂアル。 ソノ患者／寅母ノ、阪＝無ク， 目下寅尖ノ、
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後妻及ピソ／連ν子2名ト住居ジテ居Yレ。ヨノ家族ユハ櫨病シタモノ 1人モ無ク．叉患者ト交際ジテ居タ

者二モ櫨病シタモノガI名モ無ィ。患者ノ死セJレノ、6ー7年前ノ事デアJレ。

（ー） 45歳，女，雑貨商，京都。

約25-6年前ヨリ約6年間使用シテヰタ男子力・アツタ。コノ男子二重症ノ繍ヲ怠ヒテ居タ弟ガアツテ，徴

毒ヂアノレト稗シテ居タノヂアルガ，量産二重症＝陥Jレユ及ンデ四国巡拝＝出テ主主＝四園ユテ苑ンダト云フ

事ヂアル。此／患者＝井戸波へヲ手惇ハシメタ事ガアノレ。シカシ只水ヲ汲ミ上ゲル事＝止7 ツテ，井戸

中＝入ラシメタ事ハナ f。此／患者／家ハ本人ノ住宅ノ近隣＝アツテ，其ノ家ト交通スノレ事ハアツ夕方・

患者ヲ接見ジタ事ハナイ。患者死亡蛍時ノ、雨続，兄妹及ピ妹ノ；忍生児ノ5名ヵ・同棲シテ居タノデアノレカワ

今日＝到Jレモ擢患シ9モノノ、無ィ。叉其／！家＝出入シテヰタ人ハ多数デハアノレガ未ダ同付＝於テ擢病シ

タモノガアル事ヲ問カヌト云ヅテ居ル。叉・w年前謡曲修習ノ；友人＝ 1名ノ軽症患者ガアツタ。来訪シタ

時ノ、茶菓ヲ饗シテヰタト云 7事ヂアノレ。其ノ家族ハ7名デアツ夕方＼ ソ／中1名モ，濯病シタモノノ、無クソ

／他患者ト交際シテ居タモノ＝l名モ履怠シタモノガ無ィ。

以上ハ予ノ病録中ニ見ラレタ賓例ノ著明ナモノテアル。

( 3) 癒ハ，我ガ園エ於アハ， 1000年以上ノ歴史ヲ有シテ居Jレノデアルガ，ソノ間ニ於テ停

染病デアル事ガ，観破セラレJレニ到ラ Tカツタ事貫。

コレ等ノ：事実ヲ綜合シテ考へ Jレ時パ，第2表ノ示ス事寅ハ，接崎ハ摘限患ノ決定的t条件デハ

無ク，癒ノ擢患ーハ，夏ニ大ナ Jレ僚件ヲ必要トス ）~ モ／デアル事ヲ考へシメ Jレ。従ツア癒ハ．

決シテ停染力ノ強烈ナ停染病テ‘アルトハ考へラレヌ。試ミニ，結侯ノ艇：病率若シクハ死亡率ト，

癒ノ擢病卒トヲ比較ス Jレナラパ，偉染力ノ微弱ダア Jレ事ハ日月カニ曾得セラレJレ。

(1) 我ヵ・園ノ 1年間ノ結綾死亡数ハ大約 120,000人デアルト共ι 躍病数ハ恐ラク数百高人

ヲ超エテ居Jレデアラクト考へラレルニ封シテ癒ノ催病綿教ハ僅カニ 2-40.000人デアル事。

( 2) 京都市内某病院ノ看護婦 ;J.24各中1926年中ニ結援性疾患ノ診断ヲ下サレタモノ 54名

(43.5%）。

( 3) 職工 3,171.8名ヲイイシタ某紡績工揚ニ於ナ Jレ1年ノ結按慌病率ハ326,4名（10.3%)

(5ク月間ノ統計ヨリ 1年間ノ統計ヲ算定シタ）。

(4) 摘患者ガソノ家族及ピ一族ニ感染セシメ Jレ事ガ，比較的ニ少キニ反シテ，結按ニ於ア

ハ，家族及ピ一族ニ感染セシメ Jレ事，甚ダ多キニ三｝ぎヘラレル事寅。

コレニモ正確ナ統計ハ無ff デアJレヌf，次ノ：事賞ハコノ感ヲ深カラシメル。

(a）夫ト6名ノ子女ヲ，全部結核ニヨツテ奪ハレタ寡婦。

(b) 母ト同胞4名トヲ，結核性疾患ユゴツデ失ツタ皮膚結核ノ患者。

コレ等ハ結核患者ニ接スル事ノ少 f予が親シク遭遇シタ賞例デアル。自Ii者ハ 1家族rjrニ 7名

ノ患者ヲIHシ．後者ハ 6名ノ患者ヲIHシア居 Jレ。他商，描ニ於テハ，一族中ノ催患者 5名デア

ツタ 2例ニ遭遇シ，又一家族中ニ 4名ヲ生ジタ 2{71］ニ遭遇シテ居ルノデアJレガ，家族中ニ 6名

ヲ／Hシタ例ハ未グ曾ア遭遇セザ）I.-所デアJレ。

コレ等ノ：事寅ハ癒ハ結核ニ比シア遺カニ停染力ノ微弱デア Jレ事ヲ示スト考へラレJレ。印チ編
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ハ接鰯シタ線テノ人ユ停染スル疾患デハ無ク特定ノ人ニノミ停染スル疾患デアル。癒菌接種ニヨ

ツア感染セシメ得ナカツタ例モ亦多々アル事ハコレヲ謹ス Jレ。ダニヱルゼン先生が 3度己ニ接種

シ，ソノ都度 3名宛ノ病涜職員ニ接種セラレタノデアルガ， 1モ裂病スルニ到ラナカツタノハコ／

1例デア Jレ。（先生が癒不治ノ迷信ノ真只中ニ於テ此ノ；如キ貰験ヲ試ミラ νタ事ハ寅ニ敬服セサ！；レ

ヲ得-tY｝レ所デアJレ。）

印チハンゼン氏菌ハ何人ニモ病原開デアルト云フノデハナ 4。シカラパ如何ナル人韓ニ封シ

テ病原トナリ得ルカ。

現今ノ醤J墜ハし直接原因寸ヲ偏重シテヰJレ。剖チ撞木ノミヲ知ツテ鐘ヲ忘レテヰル。鐘ガ鳴

ルニハ撞木ト鐘トガ相慮シナクレバナラヌ。摘ヲ論ズル ι ハ一面ハンゼン氏菌ヲ攻究スルト共

ニ．他商ニ於アハ，人関ニ就テソノ感受性ヲ攻究スペキデアル。

予が統計的観察ニヨレパ，癒患者ニハ向偉病性／蟹化ガ高率ニ認メヨレ，叉迷走神経緊張性

ノ佐~AAガ高率ニ現レ，夏ニ叉，護育不全性骨豊質ニ属スル愛化ガ高卒ニ現レアヰル。又病歴中ニ

於T仰偉病ト親密ナ闘係ヲ有スルト信ゼラレJしろ欠ノ諸症ガ，健康者ヨリモ癒患者ニ於テ高率ヲ

示シテヰJレ事ハ第5表ノ通リデアJレ。

コレ等ノ諸症ノ中，護育不全性煙質ノ概念

ハ，胸腺淋巴腺性韓質ノ概念ト略々合致シ，

一商ニ於テイ句｛婁病性ノ費化ヲ包有「シ，他商ニ

於テ護育不全ノ徴候ヲ包含シア居Jレ。迷走神

経緊張性鴨質ハ淋巴腺性鱒質ト合致シテ叉拘

偉病性ノ饗化ヲ伴フ。印チコレ等ノ開質ハ主

トシア柴養不良ニヨツア起Jレモノト解セラレ

Jレ。柴養不良ノ結果ハ骨系統ニ於テハ何偉病

性ノ費化トシテ現ハレ，植物性神経系統ニ於

テハ迷走神経緊張トシテ現ハレ，護育ノ上ーハ不全ヲ来スモノト解セラレル。印 T癒ハ主トシ

ア築養不良ノ下ニ不完全ナ護育ヲ途グタ身櫨ヲ犯スモノト信ゼラレJレ。次ノ：事寅ハコ／：考へヲ

聖書門痘筆 15 8.1 194 25 12.9 

痘 望星 54 29.2 201 136 67.7 

宇L歯師蝕 65 3-5.1 12.j 52 41.6 

話主 疹 46 24.9 256 127 49.6 

夜 宅目主f 6 3.2 212 34 16.0 

盤 尿 5 2.7 251 21 8.4 

尿 石 2 1.1 209 11 5.3 

籍 核 47 25.4 228 18 7.9 
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一屠深カラシメノレ。

( 1) 予ガ統計・ニヨレバ 84.2%7'デガ農村出身者デアJレ事。

( 2) 世界大戦後，ボスニア及ピヘルツエプピナニ於テ癒患者ガ著シク増加シタ事ガ戦後ノ

疲弊ニ基ヅク柴養不良ニ蹄セラレテヰJレ事。

ョ、ニ於ア痛菌ハ主トシア柴養不良ノ下ニ護育ヲ途ゲタ人ニ封シテ病原韓タリ得ルノデアツ

テ，何人ニモ病原種タリ得Jレモノデハ無fト考へラレJレ。貫際7 タダニエ Jレゼン先生ニハ踊菌

ハ病原韓デハナカツタノデアル。

コレ等ノ：事寅ニ立脚シア癒議防ノ問題ヲ考察スルナラパ，癒患者ノ隔離ヲ唯一ノ方策トスル
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事ニ疑義ヲ生ズル＝勿論患者ノ隔離ハ現今ノ i撃説ヨリ考へテ遁首ナモノデアル事ハ云フヲ待タ

ヌノダアJレ;Jl，併シコノ方法ガ唯一ノモノダアルトハ考へラレヌ。況ンヤ現今，向未ダ隔離／

施設が金カラザル時ニ於テ，隔離法ヲ偏重シ，隔離ノ断行ニ同執シテ他ヲ顧ミずJレハ，却ツテ

弊害ヲ膿スモノト考へラレJレ。寧ロ隔離施設が完成シテ園民ノ強制的瞳俗検査ト，患者ノ逮捕

トガ可能ニナル迄，診療ヲ奨励スル方ガ，却ツテ癒強防ノ目的ニ副フモ／ト信ゼラレル。殊ニ

編ハ結按等ニ比スレパ造カニ停染l生ガ微弱デアリ，且治癒性ノ比較的強 -1I占カラー居コ J考へ

ヲj梁カラシメ Jレ。

モ欠ニ癒｝象防法トシア二J雪フペキハ園民ノ柴養改善ダアJレ。コレハ結後等ノ惇染病及ピ他ノ疾患

／橡防法デアルト共ニ，叉富国強兵／一方策デアル。高難ヲ排シテ寅行ニ遇進スペキデアJレ。

『国民柴養ノ改善ハ何等施シ様ノナ f重大事業デアノレ』ト云フノデ等閑ニ附スJレナラバ，矯政者

ノ卑怯ヲ憂慮セザルヲ得ヌノデアル。

要スJレニ今日，描橡防法ノ根本方策ハ第1園民柴養ノ改善，第2診療ノ奨励，第3隔離法ノ3ツ

テア Jレ。

癒ハ皐寛難治ナモノデハ無f。早期ニ診断ヲ下シア適量ニ治療ヲ施スナラパ容易ニ治癒ス

Jレ。相嘗重症ノモノト雌壬治癌スル。シカシ重症トナル程治癒ノ後ニ重篤ナ後積現象ガ「残Jレ。失

明，鼻ノ脱落．指ノ異型等ガ超Jレニ及ンダハ， コレ等パ治癒ノ後ト雌モ残官スル。

}Lソ治癒ト云フ事ヲ予ハ病的現象ノ消失ト云フ事ニ解シア居Jレ。病的現象トハ病原韓ノ直接

及．ピ間接ノ作用ニ＊グク生臨ノ：生物事的反感， Qpチ炎症々欣ト全身症状トデアJレ。コレ等／消

失が郎チ治癒デアル。コノ消失ハ病原腫ノ絶滅ニヨツテ招致シ得）J,事ハ勿論デアル;Jl，併シ病

原韓ノ絶滅ハ，治癒ノ必須ノ僚件デハ無f。病原韓ハ存在シテモ，ソノ病原性ヲ失ハシメル事，

叉ハ生鯉ヲ無闘心ノ；｛｝＼態ニ措ク事ニヨツテモ，亦病的現象ハ消失スル。『チフス』ガ会決シテモ

ナホ路建中ニ『チフス菌』ヲ謹明シ，痛が治癒シテモ皮！膏ニハ化膿菌ヲ殻見スル。ソノ他治癒

シタト稿セラレタ後ニ，病原開が 1モ存在セヌコトヲ立誼シ得Jレ停染性疾患が 1デモアルデア

ラクカ。若シモ病原瞳ノ絶滅ヲ以テ治癒ノ；標準トス ）J,ナラパ，可i台ト宣シ得ル停染病ハ 1モナ

4ダアラク。コレハ甚ダ不便デアJレ。癒モ亦コノ例ニ漏レヌノデアJレ。

痛ニ於ク JI<病的現象ハ主トシテ皮膚ト紳経トノ炎症トシテ現レJレ。皮！蒔ノ質化ハ廟性斑紋及

ピ結節トシテ現レ，紳粧ノ費1tハ紳鰹ノ肥厚，座痛及ピソレニ伴フ筋肉ノ萎縮及ピ跡痔ト皮

！母ノ；無知魔トヲ勝来スJレ。病鍵ノ嬬ニ破壊セラレテ，皮膚ハ往々潰窮ヲ作リ，或ハ耳ヤ鼻ノ脱

落ヲ来シテ顔面等ニ醜欣ヲ来シ，神経ノ襲化ハ，筋肉ノ肺痔ヲ来シテ顔面ノ不整，指ノ鈎欣，

足ノ不動等ヲ起ラシメテ外観ヲ傷ツク，又日常ノ生活ヲ脅ス。併シコレ等ノ現象ハ，所謂炎

症現象ノ後積現象デアツテ，炎症ソノモノデハ無4。故ニ炎症ノ消失ハ，必ラズシモコレ等／

饗化／消失ヲ来ストハ限ラヌ。理事ヤ指ガ脱落シタ後ニハ｛毘令炎症々j伏ハ去ツアモ，最早ヤ鼻ヤ

指ヲ再生セヌノデアJレ。又顔面神経ガ全ク費性ニ陥ツア了ツタ時ニハ， f民令紳粧炎ハ去ツテモ
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最早ャ顔／不整ハ消失セヌノダアル。印チ編ノ治癒ヲ判定スル時ニハ，必ズ病的現象トソノ後

績現象トヲ廓然分離シテ，ソノ炎症々欣ノ消失ヲ以ア判定セナクレパナラヌ。若シ治癒ノ概念

ノ中ニ，後観現象ノ消失ヲモ包含セシメ Jレナラパ，癒ハ畢寛不治ノ病デアル。又コレト、モー

器質的疾患ハ綿ペア不治デアJI ト云ハネバナラヌ。後観現象ヲ残サヌ器質的疾患ハ 1モナ fト

考へラレルカラデアJレ。治癒トハ断ジア同復ノ意味グハナク，新組織ノ獲得デアル。印チ全人

韓ノ生存ヲ脅サ、勺レ新組織ノ獲得デアル。巌密ナ意味ニ於テ蕎＝復セずJレ事ハ勿論テ戸アJレ。又

本来健康ト病気トノ間ユ廓然タ Jレ限界ハ無4。健康ト病気トハ一系列ノ雨端デアルニ止""7｝レ。

従ツテ又治癒ニ於テモ又廓然指 Jレ境界椋ノ認メラレナ 1Iハ営然デアJレ。

要ス Jレニ以上ノ意味ヨリシテ観察スルナラバ癒ハ意外ニ治癒シ易 4疾患デアJレ。コレガ不治

デアルト考へラレJレニ到ツタノハ他ノ疾患ト異ツア，後槙現象カ’可iE且ノ所ニ永久ニ残留スJレカ

ラ起ツタノデアル。印チ病的現象ト後績現象ト分離セザリシニ基ヅク迷信デアJレ。




